
[南中学校 学校教育目標] 

[中期的な教育目標] 

[本年度の重点目標]：「自分で考え、行動する生徒の育成」→「考動」 

八女市立南中学校 学校便り 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

○ 謹賀新年～２０２５年（令和７年）スタート～ 

  冬休みが終わり、令和７年がスタートしました。 

さて、令和７年は「巳年」。「巳」は十二支の先頭から数えて  

６つ目。｢巳｣は蛇の形から派生した文字で、草木の成長が極限  

に達した状態を示しているといわれています。転じて、生命が  

成熟し、成長が安定する時期、成長過程の一つの節目を表して  

いるそうです。また、蛇は脱皮をすることから「再生や変化」  

の意味を持っており、巳年は新しい可能性が開ける年、発展  

や飛躍が期待される年といわれているようです。  

 

○ 冬休み明け全校集会にて（校長講話より）  

 

令和７年１月１日、皆さんが住む八女市は穏やかな天気でスタートし  

ました。１年前の１月１日は「能登半島地震」が発生。テレビ等でその  

映像を見た人も多かったのではないでしょうか？地震の被害を受けた地  

域では、昨年 9 月の豪雨も重なり、町の完全復旧には至っていない状況  

です。  なんとなく過ごしている日々は｢当たり前」ではないこと、一日  

一日が大切であることを改めて確認し、新年のスタートを切りたいと思  

います。  

今日から後期後半が始まったわけですが、１・２年生は３月２４日の  

修了式まで７６日、３年生は３月１１日の卒業式まで６３日となりまし  

た。１・2 年生は、これまでの学びの総まとめと次の学年に進級する準  

備を行う期間。１年生は「後輩」を迎え入れるために、２年生は最高学  

年になるために、心して準備にかかってください。  

そして３年生は、本格的に入試が始まり、進路実現の期間に入ります。   

受験生として大きな不安を感じていると思います。その不安を解消する  

方法、それは入試への十分な「準備」しかありません。最後の最後まで  

とことん準備に取り組むことで、不安を自信に変え、強い気持ちで入試  

に臨んでください。  

皆さんにとって、新たな可能性に向かって大きく飛躍する一年になる  

ことを期待しています。  
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〇 生徒会執行部からのメッセージ 
「継往開来」（けいおうかいらい）。この言葉は、今年 

一年間の生徒会スローガン。｢継往｣は先人の事業を受け 

継ぐこと、｢開来｣は未来を切り開くこと。今まで先輩た 

ちが積み上げてきたものをしっかり受け取り、それを発 

展させながらよりよい南中を創っていくという意味が込 

められているようです。現在の南中には、解決すべき課 

題や全員で考えていくべきことがあります。 

そのことを踏まえ、１月１７日の朝、放送にて生徒会 

長が次のようなメッセージを発信しました。 
 

学校はみんなで過ごしています。「使っているものも、自分一人で使っているものではな

い」ということをもっと自覚してほしいです。また、間違ったことをしてしまった時には、

自分がしたことを認めて、伝える勇気を持ってほしいです。そして、私たちも言い出しや

すい雰囲気をつくっていきましょう。そのために、皆さんには、南中学校の雰囲気がどう

すれば良くなるか一人一人が考えてほしいです。今年度の生徒会スローガンを覚えていま

すか？「Because it's my school」という言葉が入っています。この言葉にあるように、

「ここは自分の学校です」自分たちの学校を自分たち自身で守ったり、よくしたりしてい

きましょう。みんなが安心して過ごせる学校をつくっていきましょう。  
 

  このメッセージ、皆さんに届きましたか？一緒に過ごす仲間がいることを考え、相手 

意識を持ち、互いに認め合い、支え合える南中学校をめざして動き出しましょう。 

 

〇 阪神・淡路大震災から 30 年 

１９９５年（平成７年）１月１７日午前５時４６分５２秒、兵庫県の淡路島北部を 

震源として、マグニチュード７．３の兵庫県南部地震が発生。この地震により、６４ 

３４人の方が亡くなり、約１０万５千棟の住宅が全壊しました。特に、震源に近い神 

戸市の市街地の被害は甚大で、都市直下型の地震による災害として、衝撃を与えまし 

た。あれから３０年。良くも悪くも人の記憶は薄れていきます。ここ数日、テレビの 

番組やニュース、新聞記事等で、３０年前の震災について報道されると思いますが、 

他人ごとではなく、自分の生活や環境と重ねながら震災について考えることが大切だ 

と思います。今、大きな地震が発生した場合、どんな被害が起こりそうだろうか、自 

分や家族、友だち、大切な人たちは大丈夫だろうか、今何ができるだろうか・・・。 

ご家庭でも、震災について考える機会を、ぜひお持ちください。 

 

○ 行事予定（ １月１８日～ ２月 ７日） 

月  日  曜  行  事  等  月  日  曜  行  事  等  

１月１８日  土  久留米高専推薦入試   ２月  ３日  月  いじめアンケート  

２２日  水  
修学旅行まとめ発表会（２年：⑤⑥）  

中央専門委員会  

４日  火  筑後地区前期一般入試  総仕上げテスト（１ ・２年 ）  

５日  水  公立推薦入試・特色化選抜入試内定通知  

２３日  木  
あいさつ運動（生徒会）  部活動中止  定退日  

私立推薦・専願入試事前指導  
６日  木  

あいさつ運動（生徒会）   定退日  

家庭学習頑張り週間①  PTA3 学年委員会  

２４日  金  私立推薦・専願入試  朝活：原案おろし  

７日  金  

私立福岡地区一般入試  朝活：視写  

職業調べ発表会（1 年：➂➃） 中教研総会  

上級学校調べ発表会（２年：➂➃）部活動中止  

PTA 役員会・成人教育委員会・地区委員会  

各学年委員会  家庭学習頑張り週間②  

２７日  月  入学者説明会（6 限目）  

２９日  水  公立推薦入試事前指導  

３０日  木  
公立推薦入試・特色化選抜入試  

あいさつ運動（生徒会）  部活動中止  定退日  

３１日  金  
公立推薦入試・特色化選抜入試  朝活：視写  

定期考査範囲発表  
 


